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いよいよ年末となりました。今年はコロナ禍で大変な 1 年でした。皆様も色々な苦労があった

年だったのではないかと存じます。役員の先生方をはじめ会員の皆様にご協力頂いたことを感

謝申し上げます。来年はコロナからの脱却をして平常に戻る 1 年であることを祈念いたしてお

ります。100 万円の助成金も次第に締め切りが近くなってきております。宮城県は他県に比べて

幾分厳しいようですがハンドピースなど間違いなく認定される備品も多いので積極的に申し込

みをお願いいたします。定例会において現時点での助成金申請についてもご説明いたしますの

で是非ご参加くださいますようお願い申し上げます。寒くなり風邪、インフル、コロナと感染拡

大が続く季節ですので皆様今まで通り油断なく感染対策をしながら通常診療を遂行してくださ

い。 
                
                          仙南歯科医師会 会長 玉野井 修 
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                    次第 

1. 開会     専務理事 小屋 博 
2. 挨拶     会長   玉野井 修 

コロナが感染拡大し、白石、大河原、柴田など仙南でも感染者が増加しています。寒い時期

になり流行の恐れがあります。皆様気を付けて診療を。 
3. 各支部報告  

① 柴田：（小田部（晃）先生）なし 
② 白石：（小野先生）12 月役員会予定。白石市長がコロナ感染。 
③ 角田：（目黒先生）角田の高齢者施設でクラスター（9 名）。 



4. 協議  
１） 2 月の臨時総会の件（選挙、場所等、定例会の開催の有無） 

・ 2/17（水）18：30 ララさくら  

・ 会長 1 名、監事 2 名の選挙 

・ 選挙管理委員会委員長は乾先生。委員は白石、角田より各 1 名。 
・ 議長は次回の役員会で決定する。 
・ 臨時定例会を同日開催し、事務員・事務室について説明する時間を取る。 

２） 事務員及び事務所体制整備について（P10-13、飯淵先生より説明） 
12 月 16 日定例会で一般会員へ説明する。 

３） 定例会に向けて（議事等）P14-16 
・ 12/16（水）18：00 ララさくら 議長：佐藤（郁）先生 
・ 議事等を確認した。 

４） 新型コロナウイルス感染症に対する対策について 
② 各種助成金について（P6～）千木良先生より説明。 
③ その他 

・ 仙南歯科医師会より一般会員へマスク配布を行ったが、某診療所のスタッフよ

りマスクが中国製である事に対しての不満の言葉があった（菅野より報告）。 
・ N95マスクが宮歯より送られてくることになった（以前に申込があった会員へ）

（玉野井先生）。 
・ コロナ感染時の歯科医師国保の補償について説明（玉野井先生）。 
・ 労災のコロナ保険について説明（玉野井先生）。 
・ 会員の御子息のクラスメイトがコロナ感染したため、念の為休診中（息子さんは

PCR検査で陰性）。このような場合のお見舞いはどうするか。→時期を見ながら

検討する事となった。 
・ リモートでの役員会など、武者先生が担当で検討する事となった。 

５） その他  なし 
5. 報告 
１） 会長（玉野井先生）： コロナ感染の会員へ宮歯からの見舞金等が全くないため、支部から要

望する。デンタルミーティング、11/26 平井丈人先生新規指導立ち合いの報告。地対の部会

で YouTube でオーラルフレイルの講話を行う事を周知（玉野井先生担当）。 
２） 副会長（千木良先生）： なし 

（目黒先生）： 日歯連盟で、来年度医療機関支援について要望を出す件、金パラの改定

について報告。 
３） 宮歯理事（小田部（晃）先生）： 理事会報告（P25-26） 
４） 宮歯常務理事（小田部（岳）先生）： 11/29 地域医療学会の DVD が配布される事を報告。

宮歯広報部会は月 2 回の部会のうち 1 回を zoom で行っているとの事。 
５） 専務理事（小屋先生）： 会務報告（P1）。仙台歯科医師会の新年会中止の報告。仙南保健所

から叙勲対象者推薦依頼があったが、対象者を宮歯に問い合わせていたが、返事がかなり遅

かったため、今年度の推薦は見送る事となった（仙南保健所からの依頼に関して）。1/20 仙

南地域災害医療連絡会議出席予定。 
６） 委員会 

・ 広報（井上先生）：11/6地区担当社会報告（P27）。Web で開催。 



・ 地域保健（飯淵先生）： 休日当番表（案）完成（P30）周知。11/23休日当番につい

て、患者さんから宮歯へクレームがあった事を報告。 
・ 学校歯科（西村先生）：校医歴について（別資料） 
・ 在宅（武者先生）： 大河原多職種連携の会（Web）について周知。 

７） その他 なし 
6. その他 なし 
7. 監事講評  監事 遠藤 実 
コロナに始まりコロナに終わる感じです。色々と大変でしょうが、役員の先生は会員の先生方

のために尽力をお願い致します。 
8. 閉会    副会長 千木良 尚志 
今回の会員の息子さんの件はもらい事故のみたいなもの。皆さんも気を付けてください。ゴム

手袋が不足するかもしれないとの情報もあります。準備していたほうが良いかもしれません。

我々はやるべきことをやり、来年に備えましょう。 
（議事録 総務 菅野真人） 

編集後記 12/4 日、厚生労働省は最新のインフルエンザの国内発生状況（11月 23 日～29 日

分）を発表しました。昨年は同時期に全国で 27,393 件の発生が報告されましたが、今年は 46

件だそうです。昨年比でおよそ 600分の 1という、いわば「消滅状態」とも感じられる数字で

す。今年の冬は新型コロナとインフルエンザが同時流行する、いわゆる「ツインデミック」が

不安視されています。要治療者・入院者が急増することで病院機能がパニックになると指摘す

る声もあります。インフルエンザの流行は、年によって前後しますが 11月下旬から 1月にかけ

て発生します。ここ 10年で、1月末以降に流行が発生したのは 2015／2016 シーズン（2016年

第 1 週）しかありません。私は１2月末までには、インフルエンザワクチンを接種しようと思

っています。会員の先生方もぜひ接種してほしいと思います。イギリスでやっと新型コロナワ

クチンの接種が開始されましたね。日本は現在「第 3 波」と呼ばれるコロナ陽性確認者の増加

が報道される中で、今の感染対策を続けて本当に意味あるの？って、つい思ってしまうことも

ありますが、ワクチンが日本に届き接種が可能になるまで頑張りましょう。一人ひとりの頑張

りの先には以前の生活に戻れるという「未来」があるはずですから。                               

(監事 小野貴志夫) 

 


